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雇用求人倍率，製造出荷額，個人所得等々，
どの経済指標を見ても「いざなぎ超え」，「戦後
最長の景気拡大」という言葉が，うつろに響く
高知県の現状です。地域間格差について論じら
れるとき，一方の代表として常に高知県が引き
合いに出されます。では，高知県は「豊かさ」
の対極にある貧しい県なのでしょうか。私は，
決してそうは思いません。高知県には他県に誇
りえる「豊かさ」があります。地域活性化のた
めには，この豊かさを県外の人々に伝え共感を
得るための企てが必要です。
今後，地方が公共事業に依存した産業構造か
ら脱却して，自立的な発展を遂げていくには，
地域資源に磨きをかけ，付加価値の高い商品を
新市場に送り出し外貨を稼がなければなりませ
ん。そのためには，買手の立場から地域資源を
見直す必要があります。ターゲットとする市場
の視点から，可能性のある地域資源を選定して，
相手側の好みに合わせて磨き上げる工夫が必要
です。

地元に暮らす私たちには，あまりに日常的で，
そのものの本当の価値がわからないものがあり
ます。例えば，毎日食卓に上る地元産の野菜，
果実，海産物も工夫次第で外貨に化けます。見
慣れている「空と海の青」「城のある街並み」
も，売り方次第では有望な商品となりえます。
すでに「よさこい祭り」の例があります。こ
の１０年足らずの間に，たいへんな勢いで全国に
広がりました。毎年，祭りの本番翌日の８月１２
日には全国大会が開催されますが，今年は県外

から４５チーム３，４００人がこの日のために高知を
訪れました。「よさこい祭り」４日間全体の経
済効果は，約８０億円と推定されますが，約半分
は観光客の消費を含め，こうした県外から流入
した外貨です。

観光を産業として育成することに国も注力し
ており，全国各地域が観光資源開発に取り組ん
でいます。当然，競争も激しくなりますが，受
け入れ側の基本は四国八十八ヶ所のお接待にも
通じる，おもてなしの心だと思います。
私は，県外の観光バスを見かけると，手を振
って「ようこそいらっしゃいました」と歓迎の
意を表すように心がけています。人口減少や企
業誘致もままならない中で，観光による交流人
口の拡大が，いかに外貨獲得により地域経済に
貢献しているか，市民一人ひとりが認識する必
要があります。手を振って挨拶することは，費
用もかからず，今日から誰にでもできることで
す。
そして，しっかりとしたマーケティングです。
観光をはじめ地域資源を活用した新市場の開拓
に向けて，すべての地域が大都市部の主要マー
ケットで顧客を獲得するために動いています。
この動きに何の企てもなく巻き込まれると，最
後には価格競争の中で埋没してしまいます。ど
この誰に買ってもらいたいのかを明確にして，
買ってもらえる商品としての価値づくりをしな
ければなりません。地方において今最も求めら
れる支援策は，こうしたマーケティング支援だ
と強く感じるこの頃です。

地方の「豊かさ」を
どう伝えるか

四国経済連合会副会長（高知商工会議所会頭） 西山 昌男

残暑お見舞い申し上げます。

今年の夏は，８月１６日に岐阜と埼玉で最高気温が４０．９度に

達し，７４年ぶりに日本記録を更新し，それまでの最高記録を

持っていた山形の市民を悔しがらせたほどの大変な猛暑でし

た。

そんな暑い夏でも変わらぬ最大の行事は「お盆」です。普

段なかなかお参りにゆけない我が家でも，お盆には家族揃っ

てお墓参りをします。私自身いつの頃からか，世代を超えて

伝え，残したい日本の伝統行事と思うようになりました。と

ころが，お墓が遠方にある，高齢で足を運べないなど，やむ

にやまれぬ事情でお墓参りができない人たちのために，お墓

参りにも代行業があると知り，何ともいえない気持ちになり

ました。

「私のお墓の前で泣かないでください

そこに私はいません 眠ってなんかいません

千の風に 千の風になって

あの大きな空を吹きわたっています」

愛媛県西条市出身の秋川雅史さんが歌って，多くの人の琴

線に触れた「千の風になって」は，まるでこの季節のために

あるような歌に思えます。

さて，今月号の会報は，７月２０日四万十市において行われ

た，四国西南開発特別委員会と観光委員会の共催による講演

会の内容などをとりまとめております。

是非ご一読下さいますようお願い申し上げます。

また，来る９月３０日（日）には地域スポーツ支援の一環とし

て松山市に於きまして，サッカー J２「愛媛 FC VS 徳島ヴ

ォルティス」観戦ツアーを企画致しております。詳しい内容

は同封の案内状をご覧下さい。

みなさまのご参加をお待ち致しております。

残暑も厳しく夏の疲れが出る頃です。みなさまどうぞご自

愛下さい。

（きむら）

イロ スミ

編 集 後 記
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